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　最近の業績動向を踏まえ、平成25年4月25日に公表しました業績予想を下記のとおり修正しましたので

お知らせいたします。

Ⅰ．業績予想の修正について

平成26年3月期第2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日）
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業績予想の修正に関するお知らせ

記

増減額(B-A)

増減率(％)

(ご参考)前期第2四半期実績
(平成25年3月期第2四半期)

平成26年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

今回修正予想(B)

増減額(B-A)

増減率(％)

(ご参考)前期実績
(平成25年3月期)

平成26年3月期第2四半期(累計)個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成25年9月30日）
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(ご参考)前期第2四半期実績
(平成25年3月期第2四半期)

20,813　 452　 353　 4.39  



平成26年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

今回修正予想(B)

増減額(B-A)

増減率(％)

(ご参考)前期実績
(平成25年3月期)

Ⅱ．業績予想の修正の理由

（１）第2四半期累計期間

　　　第2四半期累計期間の売上高は、水処理関連事業、及び廃棄物処理関連事業のアフターサービス

　　分野での増収等があり、連結・個別とも前回予想を上回る見通しです。

　　　利益面においては、廃棄物処理関連事業におけるコストダウンや、水処理関連事業、及び廃棄物

　　処理関連事業のアフターサービス分野での収益向上等があり、連結・個別とも前回予想を上回る

　　見通しです。

（２）通期

　　　平成26年3月期通期の売上高は、第2四半期累計期間での増収により、連結・個別とも前回予想を

上回る見通しです
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    上回る見通しです。

　　　利益面においても、第2四半期累計期間での増益により、連結・個別とも前回予想を上回る

　　見通しです。

　○上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

　　実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　上　


